
金
融
工
学
は
金
融
市
場
や
金
融
取
引

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
し
て
、

工
学
的
な
手
法
を
用
い
て
解
決
を
試
み

る
学
問
分
野
で
す
。
投
資
な
ど
に
伴
う

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
に
関
す
る
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
評
価
と
制
御
）
を

行
う
た
め
の
理
論
や
数
理
モ
デ
ル
を
構

築
し
、
分
析
を
行
い
ま
す
。

私
の
研
究
室
で
は
、
金
融
に
か
か
わ

る
問
題
解
決
の
た
め
の
モ
デ
リ
ン
グ
技

術
や
数
量
分
析
の
方
法
を
習
得
し
、
実

際
の
金
融
取
引
に
使
え
る
こ
と
を
目
指

し
て
、
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
の
研
究
テ
ー
マ
は
、
銀
行
、
保
険
、

年
金
、
家
計
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

投
資
信
託
の
設
計
、
最
適
執
行
戦
略
な

ど
に
関
す
る
金
融
取
引
の
研
究
に
加
え

て
、
石
油
取
引
、
広
告
取
引
、
リ
ア
ル

オ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
、
金
融
工
学
技
術
を

使
っ
た
非
金
融
取
引
に
関
し
て
も
研
究

し
て
い
ま
す
。
一
部
の
学
生
は
企
業
と

の
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
参
加

し
て
も
ら
い
、
実
務
に
直
結
す
る
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

各
自
は
個
別
の
研
究
テ
ー
マ
に
取
り

組
み
ま
す
が
、
同
じ
分
野
の
４
年
生
と

大
学
院
生
が
グ
ル
ー
プ
を
組
み
、
協
力

し
て
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
夏
に
は

立
科
山
荘
で
３
泊
４
日
の
勉
強
合
宿
を

行
い
、
朝
９
時
か
ら
夜
１０
時
ま
で
食
事

以
外
は
休
み
な
し
で
研
究
の
中
間
報
告

を
行
い
ま
す
。
全
員
で
お
互
い
の
研
究

を
聞
く
機
会
で
あ
る
と
と
も
に
、
合
宿

な
ら
で
は
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
研
究
室
の
大
事
な

イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

理
系
の
学
生
に
と
っ
て
得
意
な
の
は

数
学
を
使
っ
た
説
明
で
す
が
、
自
分
の

ア
イ
デ
ア
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に

は
、
言
葉
に
よ
っ
て
そ
の
含
意
を
分
か

り
や
す
く
、
図
（
イ
メ
ー
ジ
）
に
よ
っ

て
直
感
的
に
説
明
で
き
る
能
力
も
必
要

で
す
。
文
系
出
身
者
が
多
い
金
融
業
界

で
は
役
に
立
つ
と
実
感
し
て
お
り
、
こ

の
能
力
も
持
つ
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
金
融

エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

研
究
室
を
発
足
し
て
今
年
で
１２
年
目

で
す
。
昨
年
ま
で
約
７０
名
の
卒
業
生
が

お
り
、
そ
の
約
６
割
が
金
融
業
界
で
活

躍
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
金
融

業
界
以
外
に
も
金
融
工
学
で
学
ん
だ
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
技
術
を
生
か
し

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
学

生
同
士
の
縦
の
つ
な
が
り
も
強
く
、
毎

年
同
窓
会
を
開
催
し
て
現
役
の
学
生
と

卒
業
生
が
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
頑

張
っ
て
い
る
卒
業
生
た
ち
の
協
力
も
得

な
が
ら
、
活
気
の
あ
る
、
厳
し
い
が
楽

し
い
研
究
室
を
こ
れ
か
ら
も
運
営
す
る

こ
と
が
私
の
役
割
で
す
。

工学的なセンスで「お金」に関する問題を解決する
実際の金融取引に使えることを目指して研究しています。

４年生９名、修士課程１５名、博士課程２名の計２６名が在籍。

金融工学というと難しそうなイメージがあるかもしれませんが、お金
はどんな国や業界にも必要なので実はどの分野よりも生活に密着してい
てかつグローバルな学問だと思います。
私の場合は４年生で発明が特許を取得できるか予測するモデルを構築
して学会で発表したり、院生では発明の対価算出モデルを考えたりとさ
まざまな非金融工学分野に携わっています。他研究生のテーマも資産運
用・石油・広告など幅広く、お互いの発表を聞く輪講は多様な分野に触
れられ有意義な時間です。
入室当初は金融工学の難しい数学に翻弄されがちでしたが、枇々木先
生に「専門的な手法や数学知識は問題解決の手段であり、むしろ新しい
問題を発見する視点を育てることが大切だ」とご指導いただき、目から
鱗が落ちたことを覚えています。
研究室は同学年や先輩・後輩も仲が良く会話が途切れない明るい雰囲
気で各々の研究に対するモチベーションが高く、いつも良い刺激を受け
ています。

マネーは英語よりグローバルを実感

半学半教�半学半教�

〈
教
員
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

１
９
８
８
年
慶
應
義
塾
大
学
理
工
学
部
管

理
工
学
科
卒
業
。
１
９
９
４
年
同
大
学
院

理
工
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了（
博
士﹇
工

学
﹈）。
１
９
９
２
年
慶
應
義
塾
大
学
理
工

学
部
助
手
就
任
後
、
専
任
講
師
を
経
て
２

０
０
２
年
よ
り
現
職
。
専
門
は
金
融
工
学

で
、
特
に
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
最
適
化
。
著

書
に『
金
融
工
学
と
最
適
化
』（
朝
倉
書
店
）

な
ど
が
あ
る
。

枇ひ

々び

木き

規の
り

雄お

理
工
学
部
准
教
授

東
と う

條
じょう

碧
みどり

理工学研究科修士課程２年

18




